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(Abstract) 

Elasmobranchus specimens collected from the Pliocene Na-arai formation are studied 

taxonomically and statistically. It is concluded that a. Carcharodon 1.ondeletii (MULLER and 

HENLE) is synonimous to C. carcharias (LINNE), b. Japanese specimens from the Neogene 

and Quaternary formations belong to Carcha1・odon megalodon (AGASSIZ) and C. ca1charias 

(LINNE), c. C. megalodon is the representative of the Miocene, and the Pliocene and Quater-

nary one is C. carcharias. 

The difterence in two species of Carcharodon is seen in the results of measurement 

of some features as follows; 

OCH/OCL 
(mean) 

number of serration 
in IO mm 
(mean) 

C. carcharias 
1.15 

C. carcharias 
11.6-11.7 

＞

＜

 

C. megalodo11 
0.64 

C. megalodon 
14.8-16.1 

1.まえがき

千葉県銚子半島の先端部には，名洗層と呼ばれる鮮新統が分布し， 多くの軟体動物 ・腕足

類 ・魚類などの化石を産する． OZAKI(1958)は， 113種の軟体動物，26種の腕足類，7種の

魚類 （うち 6種が軟骨魚類）を報告している．

筆者らは，最近銚子市長崎鼻において，多数の魚類の歯化石を採集したが，尾崎によって

Carcharodon rondeleti (M汎LERet HENLE) とされたものが極めて多産することを知っ た．

そこで，得られた標本について計測し，また種的検討を行っ た．同時に，比較のため瑞浪層群

などより 産する ，C.megalodon (AGASSIZ)の歯化石を計測した．その結果，C.rondeletii 

は C.carcharias (LINNt,:)とすべきものであり，又 C.megalodonと異なる 2• 3の形質を計

凪し得たので報告する ．

本報告にあたり ，瑞浪市化石博物館館長中村実氏は研究の便宜を与えられ，かつ，同館所蔵

*1名古屋大学理学部地球科学教室 ・瑞浪市化石博物館嘱託 ＊2瑞浪高等学校 ＊3国学院大学文学部

学生 ＊4専修大学法学部学生 ＊5神奈川大学法学部学生

1975年11月30日受理
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の標本の検討を許された．同館奥村好次氏は討論に参加され，多 くの示唆を与え られた． 瑞浪

高等学校地学部及び OBの方々は採集の援助をさ れた． 岐阜北高等学校土岐正道氏及び地学ク

ラプの方々 ， 中浪西高等学校鵜飼修司氏は標本を提供された． フランス ・リヨンー I大学地球

科学教室の DEMARCQ教授は標本の使用を許可された．筆者の 1人西本は， 瑞浪高等学校職員

各位の御激励を頂いた ．多治見市の竹内正春氏は写兵撮影の援助をされた ．以上の方々に深く

感謝の意を表する．

2.名洗層産 Carcharodonについて
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fossil Locality 

第 1図 産地図 Fig.1. Locality map 

産地を第 1固に示す． 長崎鼻において， 白亜系銚子層群のくぽみに堆積する名洗層の基底礫

岩である ．露頭は海面下にあり ，干潮時に巨礫の下に僅かに露出する ．名洗居は含礫砂岩 ・礫

岩よりなり， 玄武岩 ・白亜系の砂岩の礫を多く含む． Carcharodon carchar£as (1個体） ，

L£ma yagenens£s 0TUKA, 3種の腕足類などが露頭から採集さ れた．軟骨魚類化石は普通礫と

共に転石として存在する ．長崎品での地質条件，歯化石の化石化状態，保存状態から考えて，

これらの魚類化石は名洗圏基底礫岩から洗い出されたものと考えられる ．

採集は，1974年 5月から1975年 7月にわたって大潮時に行われ， 約 150個の魚類の歯化石を

得た．Carcltarodoncarchar£asが卓越 し， Diodon（ハ リセンボン屈）が これに次ぎ，Isurus

(2種），Op!egnathus? （イ ジダイ屈 ？）は稀，さらに Carcharh£nus,l-Iemipristis, Sphy-

rna, Carcharodon megalodon をさらに稀に伴う ．標本の多く は多少磨粍し歯根を欠くもの

が多い．

3. Carcharodonの属および種についての検討

最もボピュラ ーなサ メの歯化石であ るホオジロザメ類の歯化石には，AGASSIZ が1835年に

記載して以来，数十に及ぶ多数の形態種がつくられてきた．更に2科に分ける (FLUCKMAN, 

1964)など，異なる屈に分類されることも多い．
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最近では粗分する意見も多いが，屈名については未だ混乱がある よう に思われる．その最大

の理由は． Carcharod01z 屈の原著者が決定さ れず， 多 くの異説がある ことからである ．以下

にホオジ ロザメ類に与えられた属名を記す．（ ）内は模式稲である ．

1. Carcharod叩 SMITH,in MOLLER et HENLE 1838, (Squalus carcharias LINNAEUS 

1758)*1 

2. Carcharodon SMITH 1837, (Carcharodon capensis SMITH=Squalus carcharias 

LrNNE)*2 

3. Carcharodon MOLLER et HENLE, 1841, (Carcharodon rondeleti'i M血LER et 

HENLE, 1841)*3 

4. Carcharodon SMITH: AGASSIZ, "1843", (Carcharodon lamia BONAP. = C. rondeleti 

MULLER et HENLE)*4 

5. Carcharocles JORDAN et HANNIBAL, 1923, (Squa!us auriculatus BLAINV., 1818)*5 

6. Otodus GL廿CKMAN,1964, non AGASSIZ 1843, (Otodus obliquus AGASSIZ, 1843)*6 

7. Palaeocarcharodon CASIER, 1960, (Carcarodon landanensis LERICHE, 1910)*7 

8. Procarcharodon CASIER, 1960, (Carcharodon angustidens AGASSIZ, 1843)*8 

9. Megaselachus GLUCKMAN, 1964, (Carcharias megalodon AGASSIZ 1843)*9 

これらの属や種は，歯の形，特にその H/L 比，側咬頭の有無やそれを持つ割合，その形，歯

冠の煩斜や旋回の ようす， 歯冠切縁の鋸歯の数，歯頭の大きさや形，な どによっ て分類されて

きたも のである ．

著者らは， 手元にある名洗貯及び瑞浪罰群庄の軟骨魚類歯化石を，極めて稀に記載される現

生ホオ ジロザメ C. carcharias の歯の外部形態の変異 と比較 した． その結果，上記の化石

*l GLUCKMAN, in 0BRUCHEV 196--1, p. 340. SCHULTZ (1968)は CarclzarodonSMITH in MULLER 

et HENLE, 1838とする (HATAI,MASUDA -et NODA 1974による）．CARETTO (1972) も同様

で，模式種を Carcharodo11carc!tarias LINNAEUSとする（CARETTO1972, p. 51)▲ 

*2 松原 1936,p. 91-

*3 WOODWARD 1889, p. 410, 420. WOODWARD は LAWLY (1881) に従って．Carcharodon

・ sttlcidens AG., 1843 などをこの現生種の異名 とした． CAPPETTA は Carcharodo11MULLER 

et HENLE (p. 26), KEYESは CarcllarodonMULLER et HENLE, 1841 と属名の著者 ・刊行年

では一致するものと思えるが，ともに C. carcharias LINNE を用いている点では WOODWARD

と異なる ．CarcharodonAGASSIZ 1843と引用した例も ある ．

*4 AGASSIZ, Tom. 3, p. 245-各巻の正確な刊行年は知られていない．1843年の刊行とされるが，実際

の刊行年はより 早いものと思われる ．

*5 WOODWARDは AGASSIZ1843の auriculatus,angustide11s, turgidus, lanceolatus, to/opicus, 

heterodon, megalotis, tisaurisをこの種の異名 とした (WOODWARD1889, p. 411, 412). 

*6 GLUCKMANは angustidensAG., 0. turgidtts AG.を，この属に含め (GLUCKMAN,ibid., p. 

231), 0. turgidus (AGASSIZ), 0. auriculatus (BLAINVILLE)を図示した (ibid.,Pl. 3, figs. 

18, 21). 

*7 Carcharodon orie11talis SINZOW, 1899=C. /anda加 nsis LERICHE, 1910 とい う意見がある

(GLUCKMAN, ibid., p. 231. Pl. 4, figs. 11. 12) 

*8 "AGASSIZ 1843"は， ホオジ ロザメ屈に記載文で Carcharodonを 用い， （Tom. 3, p. 245-261) 

図版では Carchariasとなっている (Tab.28, 30, 30a). 

*9 Carchaガasmegalodo11 AGASSIZ 1835, Fenilleton vol. 72 (SHERBORN, 1928, p. 3941による）．

Carcharias megalodon AGASSIZ: CHARLESWORTH 1837, Carcliarodon megalodon AGASSIZ, 

1843より 早い．以上，KEYES1971. p. 229による ．



94 糸魚川淳ニ ・西本博行 ・黒田正直 ・堀江弘保 ・成瀕篤 ・渡辺康成

種の歯形態変異の範囲は，現生ホオジロザメ (1属 1種）の，歯の生える位屈の違いによる，

或いは個体成長の差による ，変異の範囲と近似するよう に思われる．

CAPPETTA (1970) は，Carcharodon(M血LERet HENLE), Palaeocarcharodon, Pro-

carcharodon の3属に分類し， C carcharias, Pal. landanensis, Pro. auriculatus (de 

BLAINVILLE), Pro. disauris (AGASSIZ), Pro. debrayi (LERICHE), Pro. stromeri (DARTE-

EヽLLEet CASIER) ー以上，ョーロッパ ・アフリカの始新世， Pro. angustide応 (AGASSIZ)

ーヨ ーロッパの漸新世 ・中新世，Pro.megalcdon (AGASSIZ)一汎世界的分布， Pro.megalo-

don切dicus(LERICHE)ーイン ドの中新世の 8種 1亜種を認めている ．

著者らも carcharias型，landan切 sis型，megalodon型の 3型に大別する点においては

CAPPETTAの見解を支持するものである． しかし，古生態学的 ・古動物地理学的観点から，ま

た， 水産関係で長らく使用されてきたことなど，命名規約上の問題から ．上記 3型とも ，Car-

charodon SMITH 1838に属せしめるべきものと考えている（系魚川 ・西本 1974)． すなわ

ち，この類の唯一有効属名として，Carcharodon SMITH 1838が残るということである ．こ

のことについては近年，多くの人によって，大綱において同様の見解が示されている ． （例え

ば PLEDGE1967, KEYES 1971, HAT AI, MASUDA et NoDA 1974など）．

Carcharod叩 類について， 日本及びその附近の新第三系からは，次に示す 6種 1亜種が記

載されている ．

1. C. carcharias (LINNE): IsHIWARA 1921*1, 徳永 1927など

2. C. rondeleti MULLER et HENLE: YABE 1949•X•2 'OZAK I 1958など

3. c. arnoldi JORDAN: lSHIWARA 1921など

4. C. megalodon (CHARLESWORTH) : lsHJWARA 1921など多数

5. C. megalodon yamanarii Y ABE et SUGIYAMA 1935 

6. C. (Carcharocles) sagai YABE 1949, OZAKI 1958 

7. C. akitaensis UYENO et HASEGAWA 1974*3 

名洗層産 C.carchar£asと，瑞浪贋群産 C.megalodonの歯の外部形質の差を略記する．

前者は後者に比し， 歯冠がより高く，より薄く ，内外側面への曲りがより強い．舌側面で歯頸

部が発達しない．即ち，舌側面歯冠高 (OCH)と唇側面歯冠高 (LCH) との差が，より小さ

い．歯冠切縁の鋸歯は，より粗<, ‘'複鋸歯’'はより少ない．“側咬頭” ・歯冠の大きさ ・形に

ついては，不明の点が多い．“側咬頭’' の形状は恐らく様々なものがあって，両者の差は求め

にくいものと思われる ．

この種が大型ネク トンであることから考えて，このような形質は，時間的 ・空間的に大きい

拡がりをもつと考えてよいものと思える ．

著者らがこれまでに得た資料からは，日本の新第三紀～第四紀から産する Carcharodonは

中新世～鮮新世の C.megalodon (AGASSIZ, 1835) と， 中新世中期～現世の C.carcharias 

(LINNE, 1758)の2種のいずれかに同定されるものと思われる．

KEYES 1791は，ニュ ージーランド産 ？？zegalodon,auriculatus, carchariasと C.sp.を

*l !SHIWARAは C.rondeletii: WOODWARD 1889と， C.riversi JORDAN and BEAL 1913を

同種の異名 とする．（lSHIWARA 1921. p. 68) 

*2 YABEは C.carcharias (LINNE)を同種の異名とする (YABE1949, p. 13) 

*3 APPLEGA TAは，この種を megalodonの異常型とみなしている (UYENOet HASEGAWA 1974, 

p. 260). 
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あげ，その産出囮準を示している ．これまで環太平洋地域で，auriculatusと鑑定された標本

の中には欧州の同種に同定さ れるものか否か， 疑問の残るものがある ． また，同じく land-

anensis型の資料が乏しい．今後，こうした資料，特に中新統最下部の ものについて検討して

みたいものである ．

4. Carcharodon歯化石の計測

a.計測方法

歯長 (L)，歯高 (H)，歯幅 (B)，歯冠長 (CL)，舌側面歯冠高 (OCH)．歯冠幅 (CB)及

（・

CB 

第2図測定部位 Fig.2. Measured parts 

H: Height高さ ，L:Length長さ ．B:Breadth幅

CL : Crown length歯冠長，CB: Crown breadth歯冠幅

OCH : Crown height on oral side舌側面歯冠高

LCH: Crown height on labial side唇側面歯冠高

び鋸歯の数を計測した（第 2固） ．複数の計測者に よって複数回計測し ，その平掏値を取った．

保存良好な標本を選んで計測を行 った． 歯冠高は唇側面 (LCH) でも計測したが， 検討の結

果，舌側面の測定値を用いることと した．今回扱っ た名洗層産標本は， 歯根を欠き歯冠のみが

残っ ているので，歯冠長の計測に特に留意した． グラ フ用紙上で歯冠切縁基部の位置を決めな

がら，歯冠長を計測した．

なお，今回の名洗層産標本では “側咬頭’'がみ られなか った．従っ てここ で歯冠長 (CL)と

したものが，“側咬頭＂を 除 く値，即ち尖頭長 （MCL)である ものが混じっている可能性も大

きい． 特に Carcharodon の顎歯の“側咬頭’'は様々な形状をもつ (BIGELOW& SCHROEDER 

1948,糸魚川 ・西本 1974など）ので，計測に当っ てその取 り扱いは注意が必要である．著者

らは同一産地産の多数の歯を計測した結果，歯の“種類’'の差 もグラ フ上の差 としてあらわれ

ること から ，上記の ような場合は，MCLで CLを代用してよ いもの とした．

歯冠切縁を刻む鋸歯の数は Carcharodon顎歯の識別に有意であり ，種の分類の重要な基準

として用い られている．計測は種々の方法を併用したが，歯冠切縁にノギスをあてるのが最も

簡便であり， 誤差の範囲からも検討にたえる ものと 思われた．なお．鋸歯数を歯冠切縁の長さ

10111111に対する整数であらわす場合は，かなり 誤差が大き くな るようである．
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b. 名洗層産 C.carchar£asについて

計測結果を第 1表に示す． 歯冠高と歯冠長の相関関係は非常に大きいので，特にこれについ

て述ぺる．この OCH/CL は顎における 歯の生える位慨の違いによって差があるが，全体と

第 1表 名 洗庖産 Carcharodoncarchariasの計測値

Table 1. Measurement of Carcharodon carchan・as from the Na-arai formation 

No. of No. of. 
speci- measurement 

ratio kind speci- measurement ratio kind mens (mm) mens (mm) 
MFM 

I OCH CL CB 
of to::>th MFM 

0001 OCH CB 0001 OCH CB of tooth 

~0051 /CL /CL ~0051 OCH CL CB /CL /CL 

1 31.8 30.2 8.3 1.05 0．切 luA 27 24.1 23.6 5,5 1. 02 0.23 rul 
2 31.8 28,5 8.1 1.12 0.28 ruA 28 24.4 23.0 6.3 1.06 0．切 /1 

3 32.2 匂．9 7.4 1.15 0.27 “ 四 21.1 17. 0 4.6 1.24 0．切 !/ 

4 31.0 28.6 8.0 1.08 0.28 II 30 20.1 16.3 3.7 1.23 0.23 II 

5 29.5 25.9 6.6 1.14 0.25 II 31 19.0 17.0 5,6 1.12 0.33 rul? 
6 28.3 24.9 6.6 1.14 0.27 II 32 17.9 16.9 5.0 1.06 0.30 rul 
7 28.0 24.3 6.6 1.15 0．切 II 33 19.0 17.1 4.8 1.11 0.28 rul? 

8 30.1 26.4 8.1 1.14 0.31 Jul 34 29.8 25.9 6.1 1.24 0.26 llA ， 24.4 23.8 6.2 1.02 0.26 ” 
35 28.5 23.8 6.6 1.20 0.28 II 

10 25.4 22.9 6.2 1.11 0，切 II 
36 25.2 22,3 6.2 1.13 0,28 II 

11 26.4 泣．9 5.9 1.15 0.26 ” 
37 24.8 19.3 5.3 1.28 0.'2:7 rlA 

12 25.1 21.3 5.3 1.18 0.25 rul 38 23.0 20.5 5.0 1.12 0.24 !IA 

13 26.2 24.2 5.8 1.08 0.24 lul 39 19.4 15.8 6.5 1.23 0.41 rlA? 

14 23.8 19.7 4.8 1.21 0.24. II 40 21.3 16.4 4.0 1.30 0.24 Ill 

15 21.5 17.8 4.6 1.21 0.26 “ 
41 20.1 15.4 4.1 1.31 O.'Zl II 

16 20.8 17.8 5.1 1.17 0.29 rul 42 16.2 12.4 3.4 1. 31 0.切 II 

17 20.5 16.7 5.5 1.23 0.33 lul 43 15.1 12.5 4.0 1.21 0,32 rll 

18 17.5 16.1 4.3 I. 09 0．切 lul? 44 20.4 15.1 3.9 1.35 0.26 ” 19 20.7 17.8 5.0 1.16 0.28 rul 45 17.5 14.8 4.3 1.18 0.29 II 

20 17.3 15.3 4.4 1.13 0.29 Iul 46 15.6 11.9 3.2 1.31 0．切 rll? 
21 17.4 15.3 3.6 1.14 0,24 II 47 12,3 10,9 3.4 1.13 0.31 II 

22 28.0 25.6 7.1 1.09 0.28 rul 48 | I 21.6 14.2 6,5 1.52 0,46 ？ 
23 28.1 24.6 6.9 1.14 0.28 II 49 18.1 15.0 7.2 1. 21 0.48 ？ 
24 26.7 23.2 6.6 1.15 0.28 II 50 16.0 12.8 5.0 1.25 0,39 ？ 
25 25.6 25.5 4.8 1.00 0.19 rul? 51 14.9 14.9 6.5 1.00 0.44 ？ 
26 25.9 25.1 5.2 1.03 0.21 “ mean¥¥ 22.93 19.90 5.56¥_ 1.15 0.28 ¥ 

r: right右側，I:left左側 ；u:upper上部，!:lower下部 ；A:anterior中央歯，I:lateral側歯，

p : posterior端歯 (3つの要素が記されている ．111は左側下部側歯を示す．）

して平均した値を示す．上顎中央歯 (uA)，上顎側歯 (ul)，下顎中央歯 (IA)，下側側歯 (ll)

について最小二乗法で求めた回帰直線を第 3図に示す．

鋸歯数についての計測値を第 2表に示す．歯の前緑（近心側縁）と後縁（遠心側縁）の区別

は煩環であるので，舌側面からみた左右に よって表わした．

c. C. piegalodonについて

瑞浪層群産標本30点のう ち，計測可能なもの10点の測定結果を，第 3表，第 4表に示す．
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第 2表名洗眉産 Carcharodoncarchariasの歯縁の鋸歯数

Table 2. Number of serration of C. carcharias 

97 

right cutting edge 
spec1 I 
mens 

left cutting edge I right cutting edge 

num- lno. num- lno. 
ber length /10mm ber length /10mm 

sNmpoee. cino-sf| | left cutting edge 
num― hlno. 
ber lengt /lOmm 

num― hlno. ber lengt /lOmm 

1 42 38.5 10.9 36 31.8 11.3 27 公 22.5 12.9 32 26.7 12.0 
2 33 29.3 11.3 38 32.8 11.6 28 28 24.2 11.6 28 26.5 10.6 
3 42 35.9 11. 7 42 37.0 11.4 29 
4 30 25 19.9 12,6 切 20.5 13.2 
5 35 30.5 11.5 37 33.7 11.0 31 23 16.8 13,7 22 17.0 12.9 
6 30 29.1 10.3 33 27.4 12.0 32 17 15.6 10.9 11 10.3 10.7 
7 32 28.8 11.1 33 28.7 11.5 33 20 17.8 11.2 21 18.8 11.2 

8 36 36.0 10.0 25 26,3 10.8 34 30 25.0 12,0 29 29.9 9.7 ， 25 21. 8 11. 5 35 27 21.8 12,4 35 27.5 12.7 
10 30 25.6 11.7 25 23.1 10.8 36 
11 37 
12 29 26.6 10.9 31 26.8 11.6 38 31 26. 2 11.8 30 26.2 11.5 
13 37 30.3 12,2 切 25.6 10,5 39 16 16.0 10.0 
14 30 25.4 11.8 切 24.0 11.3 40 28 21.2 13.2 27 20.9 12.9 
15 29 24.0 12.1 32 23.3 13.7 41 
16 26 30 42 18 14.8 12.2 22 15. 7 14.0 
17 43 18 18.6 9.7 18 18.1 9.9 
18 25 44 25 18. 2 13. 7 25 18.5 13.5 
19 45 
20 23 18.0 12.8 19 14.9 12.8 46 
21 21 16.4 12.8 19 14.6 13.0 47 15 12.3 12.2 17 12.5 13.6 
22 48 
23 49 25 19.0 13.2 25 19.5 12.8 
24 35 18.0 19.4 37 19.0 19.5 50 
25 25 24.0 1 0. 4 33 30.9 10,7 51 12 9.3 12.9 13 10.6 12.3 
26 28 28.4 9.9 29 27.0 10.7 mean¥¥ I 11.6 I I 11. 7 

第 3表瑞浪庖群産 Carclzarodonmegalodonの計測値

Table 3. Measurement of C. megalodon from the Mizunami group 

No. of 

specimen 

measurement (mm) I ratio II measurement I ratio 

H L B j H/L B/L II OCH CL CB !OCH/CL CB/CL 

201 67.2 52.4 12.8 1.28 0.24 35,8 47.7 9.8 0.75 0.21 
202 30.5 38,0 8.7 0.83 0.23 
203 47.8 39,8 9.5 1.19 0.24 27.3 38.8 7.6 0.74 0.20 
204 51.1 50,6 11.6 1.01 0.23 33,6 47.9 9.8 0.70 0.20 
205 22.0 36.7 6.0 0.60 0.16 
206 42.6 41.3 8.8 1.03 0.21 22.7 39.6 6.5 0.57 0.16 
207 48.7 48.8 10.0 1.00 0.21 切．9 41.0 9.1 0.68 0.22 
208 42.6 39.4. 9.2 1.08 0.23 23.9 3"7. 9 9.2 0,63 0.20 
209 19.0 17.4 6.6 1.09 0.38 10.0 17.4 4.0 0.57 0.23 
210 14.4 23,0 9.0 0.63 0.39 7.4 22.8 6.5 0.32 0.29 

mean l\~1 ____ 36.8--~ 0.64 0.21 
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第 4表 Carcharodon 111egalodo11の歯縁の鋸歯数

Table 4. Number of serration of C. megalodon 

No. of II left cutting edge I right cutting edge lkind of 

specぷーenご length|no/10芸ご lengthIno/10菜Itooth l Locahty Horizon 

201 73 47.2 15.5 77 46.3 16.6 rIA Yamanouchi Akeyo f. 
202 72 41. 3 17.4 66 羽．1 17.8 ” 

II ” 203 65 37,7 17.2 63 35.1 17.9 JuA? II ” 204 Jul Nataki Oidawara f. 
205 39 32.8 11.9 39 26.1 14.9 ” 

Okuna II 

206 37 21.2 17.5 41 35.8 15.9 rul TOokguanra i Akeyo £. 
207 45 30.8 14.6 36 25.2 14.3 rll Oidawara f. 
208 44 31.6 13.9 53 39.7 13.4 rul Yamanouchi Akeyo f. 
209 18 11.4 15.8 68 13.2 13.6 lip Okuna Oidawara f. 
210 10 10.2 9.8 36 17.3 20.8 rup Hongo II 

mean II 1 14.8 1 ¥ 16.1 

▽
 
△
 

m
o
 

m~3 

．
 
o

x

 

2

3

4

5

 
．． 

ム

△` 

'A• 

”• 

．． ． 

20 

OCH 

10 

X o..； 
も•..．

~、
ヅ

X • 
I • 

OZ  X 

゜令
．．
 

ヽ

／
 

x
 ふ).

＞
 

/
／
 

ヽ
令

゜
10 

CL 
20 30 mm 

第 3図 名洗図産 Carcharodoncarcha.riasの計測値 (OCH/CL)

1.上顎中央歯，2.下顎中央歯，3 上顎側歯，4.下顎側歯，5.不明，直線は回帰直線
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d.計測結果の考察

名洗層産 C.carcharias と， 瑞浪謄群産 C.megalodon 

る．最小二乗法で求めた，それらの回婦直線を示すと ，C.c

m．のものが H=l.llL-16.5である（第 4図） ．

の OCH/CLは明瞭に区別され

のものが H=l.06L+l.93.C. 
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第 4図 Ca,I'charodon carchariasと C.megalodo1lのOCH/CLの比較

1, C, carcha1ias, 2. C, megalodo11（瑞浪肘群産）， 3. Carcharodo11（フランス巾新統産）

A は 1,B は 2の同帰直線

著者の一人．糸魚川がリヨ ン大学で計測した Carch釘 odon の計測伯も参考のために示し

た．Herault,V:iucluse, Gard州の Burdigarian,Helvetian から産した もので，

I大学地球科学教室の所蔵標本によるものである．

CB/CLの値は，OCH/CLの値より 不明瞭で，C.c.とC.m.のそれの グラ フは交さする ．

堆積作用に よる変形に強く影密されるものかも しれない．

リョンー
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両者の鋸歯数も明らかに異なる ，C.C.は C.m. より鋸歯数がかな り少ない．C.C.では

10~13/10 mm, C. m.では 14~18/10II/Illを示すものが多い．しかし ，第 2表 ．第 4表に示すよ

うに，個体差が大きい．産出個体数が限られている時，鋸歯数の差のみで識別する ことは危険

である ．

5.ま と め

a. 銚子半島名洗囮から産した Elasmobranchusの標本の検討を行った．

b. Carcharodon ror.deletii (MOLLER and HENLE)は C.carcharias (LINNE)の異名であ

る．これは主に，Carcharodon属の命名者に混乱がある こと によっていると思われる ．

c. Carcharodon 屈の細分について検討し， 有効な属 ・種名を選定した． その結果日本の

新第三系産の この類の化石は，Carcharodon属に属する．

d.日本の新第三系産の Cc:.rcharodon属には，多 くの種が報告されているが， C. mega-

todon (AGASSIZ) と C.carcharias (LIKNE) の2種にまとめられる．時代についてい

えば前者は中新世，後者は鮮新世～第四紀を代表する ．

e.多 くの内外の賓料についての計測結果はこの結論を支持している ．

f. 日本の Elasmobranchus化石の賓料は ，その立地条件から考えて，今後増大すると恩わ

れる ．それは十分な研究材料であり ，この種の研究にとっ て直要な位慨を占めている．
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Explanation of Plate 

Plate 19 

Carcliarodon carcharz"as (LINNE) 名洗屈産 (Xl) 

Figs. 1-21．栖本番号 MFMS0001-0021 

表中の棟本番号 と一致する（以下同様）

1-7． 上顎中央歯

8-21． 上顎側歯


















